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近年，他大学では学校独自の商品が作られているが，本学には自校のオリジナル商品が少ない。また，

若者の和菓子離れが懸念されている。そこで，八王子市の「東洋米菓株式会社」と共同で本学のオリジナ

ル商品を開発し，商品の企画から販売までのプロセスを通じて，本学の魅力を向上させることを目指す。 
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１．はじめに 

現在，様々な大学でオリジナル商品が販売されて

いる。大学の統合や少子化による入学者数の減少か

ら，他大学との差別化を図るため，ブランドイメー

ジ戦略が重要視されている。また，大学の産学連携・

地域連携活動から生まれる研究成果等のブランド戦

略も重要になっている 1)。例えば，福岡大学では洋

菓子の老舗とコラボしオリジナルクッキーを販売し

2),岡山大学では地元の名産であるジーンズを使用

したオリジナル商品を販売している 3)。しかし，本

学にはオリジナル商品が少なく，販売は行っていな

い。そのため，他大学にはない新たなオリジナル商

品を開発し販売することで，本学への興味や関心の

きっかけとなり，本学の魅力がさらに向上するので

はないかと考える。 

また，八王子と和菓子の歴史は古く，砂糖を使用

した菓子が八王子に出回るようになったのは，西南

戦争（明治 10 年）頃からである 4)。現在，八王子市

には八王子和菓子組合に加盟している店だけで 32

店舗の和菓子屋が存在している 5)。しかし近年，若

者の和菓子離れが懸念されており，和菓子を食べる

機会が少ないことから，和菓子に比べて洋菓子に対

する嗜好性が高いとされている。そのため，昔なが

らの伝統のある和菓子を守りながらも，現代的な要

素を取り入れた新たな和菓子が求められている 6)。 

 

２．目的 

本研究では八王子市にある「東洋米菓株式会社」

と共同で本学のオリジナル商品を開発する。本学の

校章のモチーフであるバラの要素を取り入れ，和と

洋を融合させた他大学にはない新たな商品を開発し，

商品の企画から販売のプロセスを通じて，本学の魅

力を向上させることを目的としている。 

 

３．方法 

まず，八王子市の和菓子屋についての情報を収集

した。その後，どら焼きに着目し，コンセプト，生

地や中身についての試作，商品名の考案，ラベルデ

ザインの検討を行った。商品は，若い世代に食べて

もらうことを想定している。また，11 月に開催され

る本学の学園祭で，開発したどら焼きを販売し，ア

ンケートの実施を予定している。その後，アンケー

ト結果を調査し，今後の大学内での継続販売に繋げ

たいと考えている。 

 

４．結果・考察 

本学の校章のモチーフとされているバラをそのま

ま食品に取り入れるのではなく，バラ科の果物であ

るラズベリーを使用しピンクのバラ色にしたことで，

本学をイメージさせるどら焼きを開発することがで
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きた。また，ピンク色であることや，ホワイトチョ

コパウダーをまぶすなど，生地に特徴を持たせたこ

とで，中身はクリームと牛乳ゼリーのみのシンプル

なものに仕上げた。商品名については，割ったとき

の断面が，「花霞」というバラに似ていることや，本

学の創設者の名前からとって，「ハナガスミ」に決定

した。ラベルデザインについては，図 1 の通りであ

る。 

どら焼きは，若い世代にはあまり馴染みのないお

菓子であるということから，中身を餡ではなく，ク

リームを使用することで，食べやすく，より興味を

持ってもらえるような商品になると考えられる。栄

養価も大切であるが，心が躍るような見た目と美味

しさも重要であると考える。 

また，大学の周辺地域の企業と連携することで，

大学の活性化だけではなく，地域との繋がりが増え，

地域活性化にもつながると考える。 

学園祭では，160 個を販売する予定である。アン

ケートを実施し，その結果に基づいて，今後は本学

のオリジナル商品として学内のイベントでの販売や，

お祝いの記念品として贈呈するなど，継続して販売

できるよう努めていきたい。 

 

図 1 ラベルデザイン 
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